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Human beings learn for the entire lifetime. 
Learn from the past, live the present and entrust to the future. 
It is manifest that history has been past down by books. 
this project will consider the ideal existence of the library hereafter, and search for the creation of a space 
that retains the continuousness with the town and enables an individual to enjoy one’s respective time in 
various spots, as fulfilling the aspect of actual utilization and management.  
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1. はじめに	 
＜図書館のこれまでとこれから＞ 
戦後の公共図書館は、時代の変化とともに図書館のも
つ意味・役割は変わっていった。 
勉強部屋型→貸出型→多様化・高機能型と変化してい
く中で、より利用しやすくなる一方、建築の構成として
は、大きな箱の中に図書機能や管理機能、その他の活動
機能を収めていることには変わりない。 
電子技術の導入などにより多様化する図書館は、これ
からどういう方向に進んでいくのだろうか。図書館の意
味・役割は変わるがそれに伴い、建築の構成、空間の姿
も変わっていくべきなのではないだろうか。 
＜点在すること＞ 
普段、私たちは都市空間を歩き回る中で、そのまちの
断片ごとに多くの出会いがあり、その経験がつながって
１つの都市としてその街の姿を認識している。しかし、
どんな魅力的な街でも、一歩建物内に入るとプログラム
は１つの建築で完結され管理され、そういった建築は人
間の自由な行為を規制してしまうばかりでなく、都市と
建築の間に根強い境界線を引き続ける所以と成る。本計
画では建築を解体し、プログラムを点在させることで、
訪れるたびに豊かな出会いが生まれるような、街の延長
としての建築を構想していく。それは、都市と建築の間
に境界線を引かない在り方といえるだけでなく、その街
ならでは建築となる。 
2. 敷地	 
新宿区神楽坂は、都心にありながらもそのスケールは
他の地域と比べ、小さなスケールで街全体が構成されて
いる。また、都心に残る歴史的環境として、文化的・観
光的に非常に価値が高い。一方で、都心ゆえに開発圧力
が高い地区でもあり、近年では高層マンションをはじめ
とする建築紛争も発生しており、神楽坂の将来の姿には
多くの不安が存在する。それに加えて、神楽坂は今と昔
で街の在り方もだいぶ変わってきた。花街に代表される
料亭や芸者といった大人たちの遊び場から、今では学生
や主婦、外国人も多く訪れる、単なる回遊的な街並だけ
では在り方が求められている。そんな様々な人が訪れる
この場所に、みんなが思い思いの時間を過ごすことがで
きるような場所を考えるときに、今後、開発による変化
をある程度認めつつ、歴史的環境を維持していくことが
求められるこの街で、「神楽坂の特徴」を以下の３つに
まとめる。	 
① 地形	 
	 高低差 20m の上下移動（急勾配と緩勾配）が豊かに組
み合わされたアップダウンの楽しさに、道路線形角度の
微妙な振れが相乗していることにある。歩行者の目には
絶えず変化を繰り返す、複雑で表情豊かなまちの景観と
して映る。	 
② 路地	 
＜大通り・横丁・路地＞という体系で界隈を回遊でき
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るようネットワークされている。通りから横丁に入るに
つれ、人通りは少しずつコントロールされ、路地に入る
と喧噪は静けさに変わる。表通りのにぎやかな雑踏空間
とは対照的に、路地は極めて密度の高いプライベートな
空間である。	 
③ 点在する歴史的建造物	 
	 神楽坂を訪れた人は、地形や路地に惹かれるように奥
へと導かれ、その途中で所々に点在している花街の歴史
的建造物を見つけていくことで、この街を歩かせる魅力
をより豊かにさせている。	 
	 
3. 設計・研究要旨	 
（1）街の連続体としての図書館の在り方	 
図書館はだれもが気軽に無料で利用でき、なおかつ読書
だけでなく交流や学習の場としても使われることから、
私たちにとっては数ある公共施設の中でもっとも身近な
施設といえる。そのため、「箱の中」で完結している従
来のシステムでなく、街を横断するように、建築内部を
巡っていく図書館を考える。実際の街を歩くように、部
分と部分を巡っていくことで初めて全体性が獲得できる
ような、新しい図書館の在り方を提案する。	 
	 
（2）かたまりの解体	 
今までの図書館建築のスタイルである、大きな部屋の中
で完結するのではない、小さな部屋をいくつも持った仕
組みを提案する。それは、近年の新しい図書設備がこの
仕組みを可能にし、機能ごとに時間帯別の管理も可能と
なる。また、かたまりを解体することで外部に面する表
面積が増えることで周辺環境とのつながりが強くなり光
や風通しを良くするだけでなく、1つ 1 つのヴォリューム
にキャラクターを与えやすくすることで、部分によって
異なる場所性をつくりだせる。	 
	 
（3）抽出と再構築による設計手法	 
敷地調査から神楽坂 3 丁目は、花街の雰囲気を今に伝え
る「歴史的市街地」でありながら、開発行為が繰り返さ
れる「商業地」である。これからの神楽坂が今の姿を残
していくには、伝統と現代性の両立の中で、何を守り、
何を変えていくのかがテーマとなる。そこで神楽坂に残
る歴史的建造物をプロットし、その中から 26 個のヴォリ
ュームを抽出し、敷地内で再構成する設計手法で建築を
構成する。そうして生まれた建築空間は都市に散らばる
余白をつくりだし、神楽坂らしさを残し続けていく設計
の指標となる。	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